
地

球
第
十
八
番

第
三
戟
昭
和
七
年
九
月

盲

大
阪
市
堺
筋
を
南
北
に
縦
貫
す
る
断
層
に
就
て

西

尾

錠

次

郎

大
阪
市
に
於
で
'
西
尾
式
ポ
ー
リ
ン
グ
の
方
法
を
以
て
地
質
を
調
査
し
'
同
時
に
通
過
す
る
地
層
の
耐
願
力
を
測

定
す
る
作
業
を
始
め
た
る
は
､
去
る
大
正
十
四
年
十
月
以
降
の
事
に
し
て
､
爾
凍
各
市
に
亘
カ
ニ
盲
験
ヶ
所
を
調
査

せ
-
0

二

大
阪
地
質
の

D
ia
g
enesis
(綾
成
作
用
)

共
闘
昭
和
二
年
八
月
よ
む
同
四
年
四
月
迄
､
昔
時
京
大
坪
撃
部
講
師
ね
-
L
t
打
撃
博
士
山
根
新
次
君
に
委
嘱
L

(1)

tJ
､
西
尾
式
採
取
器
の
コ
ア
に
就
て
研
究
せ
し
め
た
タ
｡
其
結
果
の

一
般
は
小
川
博
士
遼
膝
紀
念
地
撃
論
叢
に
掲
げ

ら
れ
た
-
､
今
其
要
瓢
を
摘
記
す
れ
ば
左
の
如
し
.

一
､
大
阪
基
盤
層

粘
土

砂
及
砂
磯
互
暦

中
村
敏
捷
の
所
謂
啓
洪
積
骨
の
下
部
暦
に
該
督
す
｡

二
､
上
町
骨

砂
及
砂
塵
層
(稀
に
粘
土
暦
を
挟
有
す
)

中
村
教
授
の
薗
洪
積
暦
の
上
部
若
-
は
新
洪
積
層
の
軌

大
阪
市
堺
筋
を
南
北
に
縦
耳
す
る
断
層
に
就
て

一完

一



地

球

節
十
八
春

野
三
択

73:0

17

れ
か
に
該
潜
す
.

三
､
天
満
骨

砂
及
砂
磯
暦
(
粘
土
層
を
挟
有
す
)

沖
積
古
層
と
す
.

四
'
梅
田
暦

粘
土

砂
及
砂
塵
暦

坤
粘
新
暦
は
編
入
す
｡

五

警

多
少
人
工
の
加
は
-

る
宗

の
地
厚
,
或
は
他
-
造

搬
せ
る
警

晶

析
持

i

其
分
布
は
大
阪
基
舵
暦
は
､
上
町
望
塵
地
及
其
他
低
地
の
基
底
を
覆
し
､
其
上
部
は
上
町
暦
に
て
被
覆
せ
ら
る
.

天
硝
暦
は
基
地
の
周
遊
を
帯
状
を
な
し
て
被

ひ
､
梅
旧
暦
は
上
町
層
及
天
満
暦
を
掩
ひ
て
､
婁
地
の
兼
西
の
低
地
の

全
部
を
構
造
す
る
も
の
を
-
19

之
等
の
地
厚
の
績
成
作
用

D
iaLi
enesis
に
就
て
考
察
す
る
ほ
は
'
先
づ
同

一
方
法
を
以
て
予
が
調
査
し
た
る
,

(･,I)
束
京
市
及
其
附
並
に
於
で
布
た
る
資
料

'
即
ち
大
正
十
三
年
七
月
よ
-
昭
和
四
年
四
月
迄
の
資
料
中
､
三
千
七
官
七

骨
に
就
て
研
究
せ
る
虞
を
略
述
L
y
r
大
阪
の
実
れ
と
を
此
政
す
る
を
以
て
便
利
夜
少
と
す
｡

東
萩
誌

這

竺

層
群

(
沖
積
層
'
繭
禦

析
卵
)
､
竺

静
群

(
洪
積
世

ロ
ー
ム
層
'
諸

賢

第
三
撃
肝

(洪

積
世
成
田
暦
､
諸

宗

)
､
第
四
層
群

(
洪
積
世
墾

窟

'
諸

掛
即
)､
豊

腎
群

(
洪
積
高

､
瑠

軍

及
第
六

層
群

(
雪

面

三
浦
暦
讐

酬
)
現
は
る
｡
然
し
て
竺

よ
-
第
五
層
群
迄
は

L
oose
m
e
m
bers
放
し
て
,
第
六
層

群
は

S
olid
m
em
bers
な
･Ja
｡
今
説
明
の
便
利
の
馬
に
'
粘
土
'
砂
'
粘
土
質
砂

､
及
砂
嚢
粘

土

の
讐

石
種
を
甲

観
と
L
t
粘
土
男
鹿
及
砂
塵
む
乙
類
と
す
､
其

一
平
方
尺
は
封
す
る
耐
魔
力
(
噸
)
は
､
節

一
層
群
中
甲
瓶
諸
暦
の
大

多
数
は

一
噸
以
下
に
し
て
'
乙
類
中
粘
土
質
砂
塵
は

一
噸
以
下
在
る
も
､
砂
塵
は

一
-
二
噸
堅
不
す
'
蟹

面

群
ほ

て
は
甲
類
は

㌦
噸
以
下
を
-
､
妨
三
層
群
に
で
は
甲
類
諾
暦
の
大
多
数
は

一-

二
噸
ほ
し
で
､
殊
.ul
砂
は
四
-
五
噸



な
･･3
､
乙
粗
の
大
多
数
は
三
-
五
噸
夜
-
､
第
四
層
群
に
あ
-
で
は
甲
類
綿
暦
の
大
多
数
は

4
1
二
噸
托
し
て
､
殊

に
粘
土
は

一
噸
以
下
の
も
の
と
'

1
-
二
噸
の
も
の
と
､
英
数
相
牛
す
る
を
特
徴
と
す
､
砂
は
四
-
五
噸
堅
不
す
､

乙
粗
に
在
-
て
は
関
-
五
噺
を
-
､
第
五
層
群
ほ
て
は
甲
類
親
衛
の
大
多
数
は
四
-

五
噸
托
し
て
'
秒
は
五
-
六
噸

聖
不
す
'
乙
瓶
叩
粘
土
貿
磯
は
四
-
五
噸
堅
不
L
t
砂
塵
は
大
多
数
は
五
-
六
噸
夜
-
､
第
六
層
群
ほ
て
は
貢
岩
､

砂
岩
'
砂
貿
頁
岩
及
轡
岩
は
'
何
れ
も
大
多
数
に
於
て
十
1
十

一
噸
聖
ボ
す
｡

此
の
如
-
卸
束
に
准
少
て
は
大
勢
に
於
で
､
時
代
iiIさ
に
従
以
V
P
耐
魔
力
を
槍
加
L
t
略
々
整
然
た
る
序
列
を

衷
現
せ
上

枇
肋
詣

読

札
蒜

か

謂

如
相
即
付
髭

罷

ほ
等

)､
然
る
に
大
阪
に
於

ては
砂
'
粘
土
質
秒
'
砂
質
粘
土
､

粘
土
質
磯
及
砂
磯
は
'
何
れ
も

各
時
代
を
通
し
三

二
噸
乃
至
七
噺
の
耐
魔
力
を
不
L
t
大
鰭
に
於
で
囲
別
室

止
で
難

し
'
斯
-
東
京
と
興
れ
る
状
態
堅
不
す
所
以
の
も
の
は
､
蓋
し
二
つ
の
原
因
に
畢
つ
-
も
の
と
胤
は
る
｡
其

一
は
東

京
に
於
で
は
組
で
の
土

砂
は
､
流
路
長
さ
利
根
川
君
-
は
荒
川
に
固
-1
で
運
搬
せ
ら
れ
'
良
-
磨
耗
さ
れ
て
､
轟
-

丸
底
を
帯
び
た
る
こ
と
'
其
二
は
土
砂
供
給
の
山
地
が
､
主
と
し
て
安
山
岩
若
-

成
-
､
其
岩
質

比
綾
的
歌
麿
に
し
て
､
消
磨
n
れ
易
さ
も
の
な
ら
｡
之
に
反
し
て
大
阪
に
在
♭
tJ
は

土
砂
供
給
の
河
川
の
流
路
は

甚
だ
知
き
乙
と
､
及
び
上
流
の
山
地
の
岩
石
は
'
主
と
し
て
古
生
配
管
の
岩
石
'
及
古

き
火
成
岩
等
'
何
れ
7g
堅
撤

在
る
倉
石
よ
カ
威
力
.
之
よ
身
軽
じ
た
る
砂
及
磯
は
､
磨
耗
さ
る
る
乙
と
少
-
､

l
見
し
て
其
稜
角
を
取
め
得
べ
-

恰
も
金
銀
混
束
工
場
に
於
け
る
'
摘
鯨
騎
尾
を
見
る
戚
あ
ゎ
'
翻
粘
土
中
に
混
す
る
細
徴
在
る
砂
粒
も
'
之
を
指
頭

に
粘
る
時
は
'
痛
み
h
t戚
ず
る
程
の
稜
角
を
有
す
る
を
見
る
は
､
東
京
の
場
合
と
蚤
-
相
反
す
る
も
の
夜
か
､
妖
…れ

ど
も
摘
み
粘
土
層
に
在
少
て
は
う
大
阪
は
於
て
も
時
代
的
特
徴
を
衷
は
す
を
見
る
､
即
ち
梅
田
暦
及
天
滴
暦
に
於
て

大
阪
市
堺
轡

:･品

北
に
縦
耳
す
る
防
府
に
就
て

≡

三



地

球

節
十
八
魯

節

三
祝

一
･X
I1

円

は
､
耐
魔
力

一
噸
以
下
在
る
と
常
と
す
る
も
､
上
町
暦
は
室
ふ
て
は
1)
噸
以
上
二
噸
春
慶
の
79
の
夜
カ
'
山
根
君
の

療
別
に
掠
れ
ば
大
阪
基
盤
暦
中
の
粘
土
層
は
､
上
部
は
在
･LL
で
は
耐
魔
力

T
I

二
噸
在
る
も
､
下
部
は
在
み
て
は
俄

飴
三
噸
飴
若
-
は
四
噸
飴
を
不
L
t
上
部
と
は
非
常
に
興
れ
る
性
質
を
現
せ
み
､
故
は
此
の
基
盤
暦
の
上
部
暦
と
.

下
部
暦
と
は
'
置
別
を
立
つ
る
必
琴
あ
-
と
息
ふ
､
即
ち
此
の
上
部
暦
は
上
町
暦
の
下
部
暦
と
す
る
か
､
又
は
別
名

の
層
群
と
す
べ
き
が
如
し
'
今
は
椴
与
に
上
町
骨
の
下
部
暦
と
見
放
し
､
耐
鷹

る
層
群
を
､
大
阪
基
盤
暦
と
静
む
る
を
以
て

D
ia
bq
eneSis
上
適
骨
を
わ
と
考
∵

以
上
の
厚

さ
粘
土
暦
を
有
す

之
等
の
譜
層
群
は
東
京
の
地
質
と
封
此
す
れ
ば
､
大
阪
基
盤
暦
は
東
京
の
第
五
層
群
72
る
洪
積
古
層
は
督
-
､
上

田脂 ≡ 甘 t

.叫{_机 -ij :

坤
柿 柿

川 ‖ 押

柿暦 磨. 層

成 1 ｣こ

川 上 町

暦 層 供町 - -

親方1-暦 `
厚 志 榊

議⊆

釈 大 船 til:

戟古慮 琴 L1暦 i

町
暦
は
上
部
は
主
と
し
雷
褐
色
の

砂
及
磯
暦
を
主
と
し
て
下
部
は
1

般
鴨
常
夜
色
砂
及
磯
の
暦
は
厚
さ

粘
土
暦
を
交
断
る
も
の
に
し
て
'

東
寮
の
鮎
済
世
成
田
暦
及
東
京
暦

は
相
曹
す
る
も
の
を
･C,'
梅
田
暦

及
天
満
暦
は
東
京
の
沖
積
層
は
相

脅
す
0
以
上
を
問
解
す
れ
ば
右
の
如
し
.

二
､

堺
筋
日
本
橋
筋
を
通
る
南
北
断
層



大
阪
市
堺
筋
を
南
北
に
純
米
す
る
防
府
に
就
て

南国日本橋筋三丁目某大商店柱状図



地

政

筋
十
八
聴

解
三
雛

丁
雷

六

(

-1

)

昨
昭
和
六
年
末
よ
･Jl
本
年

一
月
に
亘
-
で
､
前
置
日
本
橋
筋
三
丁
目
東
側
の
業
火
商
店
新
築
に
付
き
､
其

敷
地
を
調
査
す
る
は
営

力
､
宵
尺
二
ヶ
所
'
召
五
十
八

一
ヶ
所
を
試
錐
せ
ゎ
'

1
雛
に
於
で
は
地
衣
以
下
十
七
尺
玉

寸
迄
は
梅
田
暦
に
し
て
､
其
以
下
は
上
町
暦
な
-
､
二
淡
は
地
衣
よ
-
十
七
八
迄
は
梅
田
暦
ほ
し
で
､
其
以
下
は
上

町
暦
夜
･Q
､
三
奴
は
地
表
よ
-
十
八
凡
三
寸
迄
は
栃
m
骨
に
し
て
､
其
以
下
育
コ
一十
四
尺
迄
は
上
町
瀞
に
し
て
､
其

以
下
は
大
阪
基
盤
暦
を
ら
(第

一
間
参
照
)

O

而
し
て

一
塊
及
三
鶴
は
酉
方
は
塞
-
､
二
紙
は
東
方
に
任
す
其
距
離

一
鋭
二
批
問
は
百
十
六
八
､
二
親
三
鶴
間
は

百
六
尺
､
三
鉱

一
鋭
間
は
七
十
六
尺
を
-
(筋
二
間
参
照
)
､
今
是
等
の
柱
状
間
を
封
照
す
る
に
､
梅
田
暦
は
厚
さ
同

一
に
し
て
'
基
層
序
も
格
間

一
夜
か
､
上
町
圏
に
就
て
は

山
淡
と
三
減
の
諸
暦
は
同

山
な
る
も
､
二
舵
は
於

では
其

上
部
は

一
塊
三
脱
の
上
部
と

1
致
せ
ざ
れ
ど
も
､
深
約
四
十
ノ)
附
近
ょ
-
は
､
三
者
共
は
裾

ll
致
す
る
を
見
る
､
殊

南国 日本橋筋三丁目東側

基大商店敷地図

ほ
下
部
に
准
る
厚

さ
砂
塵
暦
は
顕
著
を

る
暦
ほ
し
で
'
彼
此
の
高
低
を
此
鹿
す

る
は
'
基
準
と
を
す
べ

き
も
の
ほ
し
で

西
方

一
紙
三
雄
の
上
町
暦
は
､
東
方
の

二
塊
の
乗
れ
ほ
此
較
す
れ
ば
､
二
十
二

八
低
さ
を
知
る
､
此
の
和
瓦
近
距
離
に

於
け
る
喰
遠
は
'

正
に
断
層
と
見
る
べ

き
も
の
を
-
､
触
れ
共
此
場
合
走
向
及



節

蔵置日本橋筋三丁目基大商店敷地断面間

大
阪
市
堺
筋
を
爾
北
に
縦
耳
す
る
断
層
に
放
て

傾
斜
は
確
知
す
る
由
夜

F
,も
'
走
向
は

略
南
北
は
逝
き
も
の
は
し
て
､
紺
落
し

の
正
断
層
を
る
''(
し
(第
三
国
参
照
)

0

(
二
)

東
低
排
筋
北
久
賓
寺
町
兼
側

な

る
､
英
行
敷
地
は
前
記
日
本
橋
筋
と

は
'
同
じ
-
南
北
に
通
ず
る
同

一
荷
循

ほ
し
で
､
彼
此
の
間
隔
は
約
十
七
丁
な

-
'
去
る
昭
和
二
年
春
調
査
の
際
､

一

塊
深
五
十
尺
'
二
批
放
三
淡
は
裸
七
十

八
)<LJ試
錐
せ
か
､
其
結
果
地
表
よ
み
浅

三
十
尺
は
三
者
共
梅
田
暦
ほ
し
で
､
暦

序
相

一
致
せ
-

､
其
以
下
は
上
町
暦
在

る
も
､
三
者
各
呉
れ
る
層
を
表
は
し
て

相

一
致
せ
ず
､
其
排
由
を
知
る
に
苦
し

み
た
-
(第
四
図
参
照
)
.
従
水
此
の
如

き
場
令
に
は
'
骨
に
依
強
者
の
来
観
を

得
て
､
白
壁
を
以
て
通
静
夜
る
粗
度
迄

二ハ記

七



地

球

飾
十
八
令

弟
王
統

云

八

掘
進
し
て
其
原
因
を
確
め
た
-
L
も
此
の
時
に
は
其
許
可
を
得
ず
'
久
し
-
原
因
不
明
の
裏
に
葬
る
の
昔
輝
を
嘗
め

た
ヵ
､

触
れ
ど
も
前
群
日
本
橋
筋
三
丁
目
は
於
て
.
明
瞭
を
る
断
層
を
磯
風
し
た
る
が
故
は
再
び
柱
状
聞
及
標
本
を

第

四

園

東
憧
堺
筋
北
久
蟹
寺
町
基
布
柱
状
園



節 一 統

樟 i

ィヽ.

三

A:::

精
査
し
､

lL
観
の
深
三

十

八
-
三
十
七
八
の

二
親
の
牒
三
十

一
尺
1

三
十
二
八
問
の
砂
磯
暦
と
同

一
と

見
放
し
'
二
能
の
深
六
十
八
尺
玉
寸
1
七
十

一
八
七
寸
間
の
粘
土
層
を
､
三
助
の
探
三
十
五
八
以
下
の
厚
さ
粘
土
層

の
上
方
の
.1
部
と
見
放
し
'
比
に
想
像
柱
状
圏
を
作
製
せ
み
(第
四
図
参
照
)
､
此
想
像
柱
状
国
は
偶
飴
に
も
次
項
に

記
述
せ
る
排
筋
備
後
町
基
愈
祉
敷
地
調
査
の

1
助
及
二
淡
の
柱
状
固
(
第
八
園
参
照
)
に
'
酷
似
せ
る
を
見
る
は
､
此

間
が
像
憩
以
上
薯
際
に
近
さ
も
の
た
る
を
恩
は
し
ひ
る
も
の
夜
与
.

一
触
及
二
塊
は
酉
側
に
し

て'
三
助
は
東
側
に
我
ら
､
其
距
離
は
一
淡
二
鶴
間
は
六
十
尺
'
三
魂
二
故
間
は
九
十

九
凡
p
及
三
娩

一
統
問
は
官
凡
を
-
(
第
五
固
参
照
)
､
今
東
側
の
三
淡
の
上
町
暦
と
'
西
側
の
二
親
の
夫
れ
と
封
此

す
る
に
'
西
側
の
上
町
厨
は
三
十
三
八
五
寸
下
る
を
見
る
'
伺
西
側
を
る
1
艶
の
上
町
暦
と

'
二
親
の
夫
机
を
此
較

大
槻
jE
堺
筋
を
揃
北
に
縦
北
す
る
階
層
に
耽
て

〓
ハ七

九



節
十
ノL

令

来院琳筋北久饗等町基行数地図

大 同

も
も

鑑

粗

紘

す
る
に
.

一
報
の
方
六
尺
下
る
を
見
る
'
即
ち

1
故
の
上
町

第

膚
は
'
三
鶴
の
夫
れ
よ
と
二
十
九
尺
玉
寸
下
る
を
知
る
､
故

は
此
置
域
に
於
て
は
西
側
の

一
親
と
二
親
と
､
兼
側
の
三
雄

の
間
は
'
南
北
は
走
る
断
層
あ
-
て
'
西
方
の
地
塊
落
ち
､

且
つ
其
際
西
方
の
地
塊
は
､
北
方

へ
六
尺
傾
斜
せ
る
聖

ボ
す

が
如
し
(第
六
間
参
照
)

0
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兼笹堺筋北久驚寺町英行敷地断面図



以
上
は
放
て
三
鶴
の
柱
状
閲
は
､
兼
方
の
地
塊
を
代
表
す
る
79
の
と
考

へ
た
る
も
ー
荷
念
の
為
同
所
よ
ゎ
東
北
五

丁
草
を
隔
て
た
る
､
高
速
銭
濫
甲
第
五
十
八
批

(罷

順
諸

相
)
の
柱
状
間
と
比
較
す
る
ほ
､
三
故
附
近
は

0
･P
･

+

2
0
.
97F
K
L
で
,
甲
五
十
入
魂
は

O
.P
.
+
2
(
.
69
'
在
れ
ば
'
両
者
水
準
は
殆

ど
同

.I
は
L

y.
甲
五
十
八
故
の

芳
七
寸
l碁

高
し
,
甲
五
十
八
髄
に
於
て
は
､

地
表
よ
カ
探
四
十
四
八
迄
は
､
栴
和
暦
ほ
し
で

'其
以
下
は
上
町
暦

な
み
,
探
四
十
七
凡
よ
わ
七
十
八
に
至
る
､
厚
至

芋

三
尺
の
粘
土
層
あ
あ
'
三
淡
に
於
け
る
深
四
十
五
尺
よ
ら
七

十

完

に
至
る
､
厚
三

1十
六
凡
の
粘
土
層
に
相
営
す
る
も
の
に
し
て
'
両
者
殆
ど
同

一
裸
庇
は
現
は
る
を
見
る
､

故
は
其
問
は
地
層
の
喰
弘
達
以
夜
-
､
三
助
の
杖
状
間
は
東
方
の
地
塊
を
琴

不
す
る
も
の
と
し
て
差
支
な
p
Jが
如
し

(
第
四
聞
参
照
)
0

(
0

.P

.
は
兼
意
暫
中
等
よ
旦
二
八
四
寸
五
分
高
し
)
0

固第 七

兼慣堺筋備後町基骨敢敷地間

大
阪
市
堺
筋
を
南
北
に
縦
貨
す
る
断
層
に
試
て

(
≡
)

本
望

l
月
前
項
の
産
よ
み
'
北
方
約
五
町
牛
隔
-

た
る
七
光
筒
堺
筋
備
後
町
兼
側
の
基
骨
牡
の
敷
地
を
調
査
し

た
-
p
笹
域
狭
小
夜
･n
L
も
'
精
米
閣
距
離
四
十
二
凡
の
位

置
に
於
V
(
第
七
固
参
讐

'
四
万

1
敗
報
百
八
'
東
方
二
披

深
雪

亭

五
八
を
試
錐
し
た
る
は
､
地
表
よ
ム
深
三
十
三
八

迄
は
梅
田
静
に
L
V
.
其
以
下
雪

1十
八
迄
は
上
町
暦
に
属

し
.
其
以
下
は
大
阪
基
盤
暦
在
る
を
知
る
､
而
し

て
1
漉
'

二
親
と
も
同

1
暦
序
を
嚢
は
し
､
其
間
喰
蓮
払
む

見
ず
､
且

つ
是
等
を
前
項
に
於
け
る
柱
状
図
に
対
照
す
る
に
､
断
層
の

二

ハ
九

二



也

節
十
八
巻

解
三
助

T七
O

T

ニ

第

八

間

来
院
堺

筋

備

横

町

其

骨

敢

杖

状

固

T心■Lt+ …

～ 7 東海

西
側
の
落
ち
た
る
部
分
に

相
常
す
る
が
如
し
(節
入
間
参
讐

､
故
は
南
北
断
層
は
此
敷
地
の
東
方
を
通
過
す
る
も
の

lこ
Mひよ
る
0



此
敷
地
よ
-
正
米
四
丁
隔
-
た
る
､
枚
犀
町
通
商
晶
陳
列
館
前
の
､
高
速
地
道
甲
第
五
十
五
能
は
'
地
表
よ
-
操

三
十
三
尺
五
寸
迄
は
梅
田
静
夜
-
､
其
以
下
は
上
町
暦
を
･ch
､
而
し
て
此
暦
に
は
操
三
十
六
尺
よ
-
五
十
八
尺
に
至

る
厚
rb
H
十
二
八
の
粘
土
層
あ
･L
､
此
杖
状
同
と
前
記
高
速
甲
第
五
十
八
故
の
乗
れ
と
比
較
す
る
ほ
'
殆
ど
同

1
ほ

し
ヱ
肌
着

O
.P.十
24
.5
5
'
に
し
て
､
後
者

O
.P
.+
2
)
169
'
在
れ
ば
､
高
差
は
二
尺
八
寸
六
分
な
ま
別
記
の
粘
土

層
と
甲
五
十
八
故
の
僅
四
十
四
尺
よ
与
七
十
尺
迄
の
厚
二
十
六
尺
の
粘
土
層
と
比
較
す
れ
ば
'
甲
五
十
五
故
の
厚
さ

粘
土
層
は
十
尺
八
寸
六
分
高
さ
を
知
る
､
故
に
甲
第
五
十
五
淡
の
柱
状
間
を
以

て東
方
地
塊
を
代
衷
す
る
軒

の
と
認

め
で
も
大
過
を
き
も
の
と
考
ふ
.

此
ほ
於
で
傭
後
町

1
批
及
二
淡
の
柱
状
問
と
'
甲
第
五
十
五
魂
の
央
れ
と
此
按
す
る
に
'
前
者
は
0
,P
.十
1
5
.09'

ほ
し
で
､
後
者
は

O
IP
.+
2
4
.55p
在
れ
ば
､
高
差
九
尺
四
寸
六
分
を
-
｡
甲
第
五
十
五
髄
の
厚
さ
粘
土
層
の
上
部

の
砂
質
粘
土
暦
は
､
梅
田
暦
堆
積
以
前
に
於
で
蝕
剥
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
､
二
淡
の
探
七
十
六
尺
以
下
の
厚
さ

粘
土
層
と
同

1
の
79
の
と
推
定
し
､
其
各
の
下
底
の
位
置
を
比
較
す
る
ほ
､
二
観
の
上
町
暦
は
六
十
七
尺

一
寸
落
ち

た
る
も
の
と
見
放
さ
る
､
前
(
二
)項
の
場
合
に
於
で

1
貌
二
戟
間
距
離
六
十
尺
ほ

て
一
統
は
六
尺
下

身
で､
落
差
三

＼

十
九
1j
五
寸
を
不
す
､
同
所
よ
み

北
五
丁
寧
(
三
百
三
十
尺
)虻
わ
た
る
､
本
(
≡
)項
の
場
合
は
於
で
六
十
七
尺
｣
･寸

は
し
て
'
落
差
の
傾
向
略
同

一
在
る
む
知
る
'
然
ら
ば
備
後
町
基
骨
就
業
方
の
断
層
は
､
前
記
(
〟
)項
及
(Il1-)項
の

場
合
の
如
-
､
酉
落
し
の
断
層
在
る
が
如
-
瓜
は
る
(第
九
固
参
照
)も
飼
東
北
三
丁
宰
隔
4
.た
る
革
野
橋
の
調
査
ほ

て
碍
た
る
柱
状
間
は
p
高
速
第
五
十
五
塊
の
柱
状
園
と
殆
ど
同

1ほ

し
で
､
東
方
の
地
塊
抄
地
質
堅
ボ
す
も
の
な
れ

ど
も
､
其
西
方
在
る
高
麗
橋
迫
-
の
大
阪
中
央
電
話
局
に
で
.
為
し
た
る
拭
錐
は
探
五
十
凡
な
れ
ば
､
洩
-
し
て
封

大
阪
市
堺
筋
を
南
北
に
粍
∬
す
る
階
層
に
就
て

毒

l
三



節
十
八
各

節

二
蚊

第 九
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兼置堺筋備後町基魯敢敷地断面聞
毒

7

t
均

照
す
る
を
得
ざ
る
は
残
念
な
れ
cfi

以
上
(
こ
､
(
二
)及
(
≡
)
の
嘘

各
を
娘
婿
す
る
に
､
(
〟
)
に
於
で

は
断
層
は
日
本
橋
筋
道
路
よ
か
四

十
八
東
在
る
三
雄
と
､
同
道
路
よ

わ
宵
二
十
八
八
尭
在
る
二
親
と
の

問
を
施
与
､≡

)に
放
て
は
堺
筋
の

道
路
よ
カ
十
g
I凡
尭
な
る
二
故
と

同
道
路
よ
少
官
九
尺
東
在
る
三
東

と
の
間
を
通
る
を
知
る
､
繭
(
≡
)

の
場
合
に
於
て
は
二
親
は
堺
筋
道

路
よ
か
東

へ
僅
か
は
四
十

l
尺
在

れ
ば
'
断
層
は
荷
其
東
を
通
る
も

の
と
考

へ
ら
る
､
此
断
簡
は
殆
ど

一
寓
線
に
し
て
'
堺
筋
道
路
に
略

平
行
し
て
､
殆
ど
南
北
の
走
向
を

取
る
も
の
の
如
し
(第
十
閲
参
照
)



.
反

し
.i
l
.J

第 十 閲

∴

∵

二

.

(
四
)

昭
和

元
年
よ
か
同
三

年
に
亘
る
期
間

に
於
で
.
大
阪

郎
高
速
度
銭
渡

部
の
依
嘱
を
受

司

け
'
地
下
線
に
皆
る
第

.1
淡
線
(御
堂
筋
)､
及
第
二
放
線
(
栓
屈
筋
)其
他
各
せ
七

七
十
鎗
ヶ
所
を
調
査
せ
-
.
其
中
鉄
道
省
閥
酉
線
天
王
寺
輝
の
東
よ
･e/

同
線
路

に
沿
S
で
西
方
今
宮
輝
に
連
す
る
十
ヶ
所
を
調
査
せ
る
も
の
は
､
方
向
約
南
東
某

よ
り
北
酉
酉
に
し
て
､
堺
筋
日
本
橋
筋
の
両
親
を
略
直
角
に
切
ら
'
日
本
橋
第
三

丁
目
よ
少
十
四
丁
南
に
常
る
も
の
な
ら
'
左
に
其
試
錐
箇
所
を
兼
よ
-
西
に
向
以

て
掲
げ
ん
(
第
十

一
閲
参
照
)O

W-
解
五
二

雛

禁

還

六

･#
寺
町
天
･H
寺
騨
桝
内
光
信
班
伊
西
南

0
･P
･+
4
1
･2
5'

;-
肪
四
十
九

雛

同
院
同
町

.L
八
九
l#
.托
村
倉
肺
炎
新
婚･]地

O
.P
.+
5
2
･2
87

叩
妨
四
十
八
雛

同

国
同
町
中
川

叱
氷
塊
地

O
.P
.+
5
9
.0
4
'

岬
節
五
十
舵

同
帳
同
町
八
五
斐
川
耕
作
光
帝
建
地

O
･P
･.
54
･4
7
'

叩
節
四
十
七
批

同
拭
同
町

一
ツ
家
旋
堅

剛
染
地

0
･P
.+
46
･60
'

甲
節
三
十
五
紙

西
成
院
氷
川

町
上
附
純
肪
如
銀
地

O
I

P
.

ニ

3
.9tJ

叩
妨
三
十
六
班

同
国
米
人
船
町
池
谷
絡
店
衣
染
地

0

･P
･

+
1
2
3
2/

町
筋
三
十
l表

同
柘
西
入
船
町
桑
刑
工
場
内

O
.P
･こ

1
A
SF

甲
節
三
十

一
班

大
粒
印
堺
筋
を
緒
北
に
禦

爪
す
る
師
倍
に
放
て

忘

三



地

球

節
十
八
容

節
三
舵

1
讃

〓
ハ

同
描
米
所
催
三
丁
日
経
E
相
川
四
側

0
･P
･十
1t
g
Z.

叩
節
三
十
班

浪
速
砿
宮
沖
町
今
宵
中
樹
枝
巡
劫
場
博
満
隅

O
.p
-十
11.Ssr

以
上
の
内
堀
四
十
九
淡
は
天
王
寺

輝
の
南
丘
陵
の
上
'

第
四
十

入
魂
は
安
倍

野
檎
寵
.詩
の
西
'

第

三
十

六
魂
は
日

本
椅
筋
は
迫
す
る
道
路
と
､
鏑
両
線
と
の
交
叉
鮎
の
西
南
隅
､
及
第
三
十
二
観
は
綱
田
蹄
と
南
海
戯
道
政
と
の
交
叉

鮎
の
某
宙
に
位
す
.

第
五
十

一
鱗
.
筋
四
十
九
淡
､
第
四
十
八
故
及
第
五
十
淡
は
､
試
錐
し
た
る
範
囲
内
は
於
で
は
地
表
よ
-
下
部
道

上
町
暦
を
る
を
見
る
､
第
四
十
七
既
に
で
は
地
表
よ
み
深
九
尺
玉
寸
迄
､
第
三
十
五
淡
は
地
表
以
下
二
十
三
尺
玉
寸

迄
､
第
三
十
六
淡
は
地
表
よ
カ
洋
二
十
二
八
迄
､
第
三
十
二
親
は
地
表
以
下
二
十
尺
迄
.
筋
三
十

一
助
は
地
表
以
下

二
十
三
尺
三
寸
迄
､
及
第
三
十
雛
は
地
変
よ
み
深
二
十
八
尺
玉
寸
迄
は
'
何
れ
も
梅
田
暦
に
し
て
.
其
以
下
は
何
れ

も
上
町
暦
を
Iclt
以
上
に
出
現
す
る
上
町
暦
に
は
､
何
れ
か
厚
さ
粘
土
層
を
有
し
､
其
上
下
の
譜
暦
を
考
慮
に
入
る

る
時
は
､

7
つ
顕
著
な
る
頻
準
暦
と
見
放
す
こ
と
を
得
る
は
､
彼
此
封
此
上
頗
る
便
利
を
輿
ふ
る
も
の
と
謂
ふ
べ
し

今
東
よ
み
餌
は
向
以
逐
次
検
討
を
加
ふ
る
ほ
､
東
方
丘
陵
部
分
に
位
す
る
第
五
十

一
壊
'
第
四
十
九
魂
'
第
四
十
八

東
及
第
五
十
淡
に
於
て
は
.
上
町
暦
は
殆
ど
同

一
水
準
に
水
平
に
排
列
す
る
を
見
る
'
而
し
て
丘
陵
の
団
塊
に
存
在

す
る
第
五
十
観
の
上
町
暦
は
閣
側
の
第
四
十
七
鶴
の
夫
れ
ほ
此
政
す
る
は
､
後
者
は
十
六
尺
落
ち
た
る
を
知
る
'
次

に
酉
方
低
地
に
位
置
す
る
第
四
十
七
淡
'
第
三
十
五
壊
及
第
三
十
大
観
の
上
町
暦
は
､
何
れ
も
同
水
準
に
水
平
は
排

列
し
て
喰
速
を
見
ず
､
然
れ
ど
79
第
三
十
六
淡
の
上
町
暦
と
'
其
西
隣
在
る
第
三
十
二
親
の
表
れ
と
む
此
瞭
す
れ
ば

西
の
方
は
十
七
八
蕗
ち
た
る
を
知
る
､
史
に
西
方
第
三
十
二
荻
､
第
三
十

一
塊
及
第
三
十
鶴
の
上
町
暦
数
見
る
ほ
､

少
し
つ
つ
西
方
は
上
が
オュ
る
を
見
る
O
此
部
分
に
於
で
は
上
町
膚
は
兼
に
向
つ
て
小
傾
斜
を
覆
し
居
る
を
知
る
.
是



琶

乏

襲

ば
､
-

-

-

七
-

の
十
六
八
の
喰
追
払
,
及
び
第
三
十
六
-

竺

十
二
篤

の
菜

の
喰
-

は
,
共

に
-

造

れ
る
断
簡
の
鷺

に
し
-

れ
-

し
の
正
断
-

べ
-
I

署

何
れ
-

の
晶

と
､
西

方
低
地
と
の
地
形
-

る
-

-

冒
-

た
る
も
の
嘉

如
し

(
第

十

一
同
案

)
､
今
前
著

A
断
簡
､
後
警

-

-

名
づ
け
ん
｡

A
断
讐

砦

の
蓄

考
ふ
る
ほ
は
･
材
禁

足
に

つ
-

究
は
他
-

管

-

し
,
晶

麿
は
芸

第

.十

二

間



地

球

節
十
八
容

節
三
蚊

毒
ハ

1
八

橋
筋
の
南
に
哲
多
､

且
つ
飴
身
遠
か
ら
ざ
る
研
在
れ
ば
､
少
し
く
酉
は
偏
す
れ
ど
も
､
堺
筋
日
本
橋
筋
の
断
層
の
南

方
の
連
続
線
と
見
て
差
支
夜
き
も
の
在
る
べ
し
(第
十
二
図
参
照
)

O

荷
北
方
天
帥
橋
下
流
よ
少
土
佐
堀
州
を
遡
カ
､
天
溝
橋
を
過
ぎ
'
大
川
へ
掛
け
て
東
西
の
位
置
に
於
で
､
数
多
の

試
錐
箇
所
あ
る
79
､
難
波
橋
の
上
流
附
近
ほ
な

き
故
に
､
執
筋
の
断
層
の
北
端
を
確
ひ
る
は
由
覆
し
､
之
亦
他
日
の

研
究
に
侯
つ
こ
と
と
せ
ん
.

三
､
堺
筋
日
本
横
筋
南
北
断
層
と
近
畿
地
質
構
造
と
の
関
係

以
上
記
述
し
光
る
､
堺
筋
日
本
橋
筋
を
通
過
す
る
南
北
断
層
な
る
も
の
は
.
近
畿
地
方
の
地
質
構
造
と
如
何
な
る

閲
係
を
有
す
る
や
を
考
ふ
る
乙
と
は
､
共
生
囚
h
l知
る
に
､
最
も
蚤
要
在
る
意
義
を
有
す
る
も
の
と
息
は
る
､
近
畿

(=こ

地
方
は
於

で､
著
し
-
南
北
構
造
線
の
磯
逢
せ
る
乙
と
は
､
夙
に
鈴
木
敏
博
士
の
注
意
せ
ら
れ
し
盛
に
し
て
､
其
後

(4
)

小
川
琢
治
博
士
の

｢
西
南
に1
本
地
質
構
造
概
観
｣

に
於
で
は
､
南
北
構
造
線
の
外
'
基
因
構
造
線
は
開
し
て
詳
述
せ

(LC)

(6
)

ら
れ
た
身
､
近
時
辻
村
太
郎
氏
も
地
形
撃
上
よ
か
､
春
日
山
断
層
崖
及
生
駒
山
断
層
崖
に
関
し
て
詑
n
れ
､
横
山
次

郎
博
士
は
生
駒
山
脈
集
成
を
研
究
せ
ら
れ
'
生
駒
山
脈
は
傾
動
ブ
ロ
ッ
ク
を
覆
し
'
西
側
断
層
崖
は
南
北
は
走
る
も

直
走
せ
ず
精
曲
線
を

覇
し
て
､
其
凹
面
を
河
内
平
野
に
向
け
'
其
兼
側
在
る
後
生
駒
山
脈
は
､
高
さ
青
光
の
断
層
崖

を
西
は
傾
け
､
東
斜
面
に
は
断
層
な
-
沈
下
し
わ
る
状
を
不
す
､
荷
生
駒
山
は
花
尚
岩
を
基
盤
地
質
と
L
t
附
近
ほ

堆
積
し
た
る
洪
積
世
の
砂
.
粘
土
層
は
其
上
に
沈
積
し
た
る
も
の
在
れ
ど
も
､
断
層
運
動
は
史
に
後
に
起
き
た
る
も

の
と
静
め
ら
れ
た
-
0



大
阪
上
町
の
丘
陵
は
属
牝
は
延
び
兼
は
河
内
の
平
野
に
向
つ
て
低
下
す
る
状
を
示
し

(節
十

1
園
は
現
は
れ
た
る

朋
を
見
れ
ば
地
層
水
準
に
し
て
傾
勤
の
状
な
し
､
此
の
兼
に
向
つ
て
傾
-
状
況
は
蝕
刺
の
負
か
と
恩
は
る
)
西
側
は

精
々
急
峻
な
る
勾
配
を
以
て
､
船
場
島
の
内
の
低
地
を
傭
観
し
､
高
さ
僅
か
は

0
･P
･十
7
7I
に
し
て
規
模
は
小
夜

れ
ど
も
､
春
日
山
脈
が
断
層
崖
を
以
て
奈
良
の
平
野
に
臨
み
.
蕉
駒
山
脈
が
断
層
崖
を
以
て
河
内
平
野
に
臨
む
と
'

ち
--.-

略
同

一
姿
態
を
表
す
が
春
日
山
脈
及
蕉
駒
山
脈
が
地
戯
覆
る
如
-
,
上
町
丘
陵
も
亦
地
盛
と
認
む
べ
-
､
奈
良
平
野

及
河
内
平
野
が
'
地
溝
在
る
が
如
-
､
船
場
島
ノ
内
及
其
以
西
の
低
地
も
亦
地
溝
を
る
が
如
き
観
あ
ゎ
'
河
内
平
野

の
陸
化
は
､
船
場
島
ノ
内
及
以
酉
の
低
地
の
陸
化
よ
-
古
L
と
す
る
も
'
地
質
撃
的
に
は
何
れ
も
新
し
さ
79
の
夜
･ct

(7
)

河
内
の
平
野
は
i;
番
に
は
'
亙
濠
の
文
字
ほ
で
現
は
れ
た
る
入
江
に
し
て
､
堂
駒
山
の
北
西
麓
日
下
の
貝
塚
の
介
数

中
に
は
､
梅
松
介
数
も
混
じ
.居
れ
ば
､
石
器
時
代
に
於
で
は
海
水
の
港

へ
た
み
L
rJ
と
も
知
み
符
ぺ
け
ん
'
嵩
葉
時

代
の
初
期
に
は
､
相
漫
々
た
る
水
を
港

へ
し
も
.
次
第
は
哩
渡
し
て
廃
々
に
島
峡
を
浮
べ
た
る
'
湖
沼
の
状
を
鼻
し

た
ら
し
が
如
し
.
後
世
天
正
年
間
秀
富
の
淀
川
堤
防
修
築
あ
-
'
次
で
賓
永
元
年
十
月
十
三
日
.
大
和
川
の
流
路
準

正
の
功
成
み
て
'
堺
港
の
北
方
は
於
て
海
に
注
ぐ
ほ
至
み
て
'
著
し
く
陸
化
を
速
進
せ
し
79
の
夜
･Ja
と
す
｡

船
場
p
島
の
内
の
低
地
は
､
平
安
朝
の
頃
は
荷
蔑
荻
の
洲
に
し
て
p
任
意
詣
で
は
常
に
丘
陵
上
の
道
路
を
南
下
す

る
か
丘
陵
の
西
の
水
路
影
取
-
陸
岸
の
風
景
を
観
賞
し
た
わ
し
を
う
､
其
規
集
の
進
み
L
は
天
正
以
後
の
rJ
と
在
る

べ
し
｡

凶
園
の
状
況
此
の
如
-
な
れ
ば
'
堺
筋
を
通
ず
る
断
簡
は
､
上
町
丘
陵
を
掘
起
せ
し
ひ
る
作
用
に
､
寛
大
怒
る
任

務
を
を
し
わ
る
､
地
質
構
造
線
の
一
つ
と
私
め
縛
べ
き
も
の
在
る
べ
-
1
叉
関
西
線
は
見
る
A
断
層
の
如
き
は
､
現

大
阪
iE
堺
筋
を
南
北
に
純
米
す
る
断
犀
に
放
て

芸

七

l
九



関
北
断
簡
の
p
存
在
す
べ
き
は
論
を
侯
た
ず
､
蔀

ふ
る
に
此
地
方
に
於
て
兼
酉
構
造
線
の
存
在
す
る
rJ
と
は
､
党
は

地

球

節

十

八
各

節
三
択

1宍

二
〇

に
上
町
丘
陵
の
酉
斜
面
の
中
段
を
通
わ
P
此
地
脇
成
生
に
大
怒
る
閥
係
あ
恵

一
地
質
構
造
線
覆
る
rJ
と
散
薬
す
べ
き

を
少
､
故
を
以
て
大
阪
の
市
域
は
於
で
は
p
前
記
の
如
き
堺
筋
Er
本
橋
筋
の
断
層
及
A
断
層
の
外
､
餌
多
数
の
併
行

関
北
断
簡
の
､
ー赤
軍

へ
孟

警

侯
経

加
ふ
る
誌

豊

張

品

田
構
造
線
の
要

す
至

と
は
､
語

小
川
博
士
の
指
摘
せ
る
桝
ほ
し
で
､
敢
近
佐
藤
源
郎
氏
間
宮
市
の
西
方
よ
わ
粟
北
方
に
か
け
て
'
六
甲
山
塊
の
速
練

部
を
掩
ふ
洪
積
層
中
に
.
略
東
伯
の
走
向
ほ
て
､
傾
斜
南
方

へ
約
六
十
度
の
断
暦
h
T､
磯
見
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
見

れ
ば
､
大
阪
帝
の
地
盤
を
構
造
す
る
洪
積
層
に
も
､
亦
東
西
断
暦
の
存
在
す
る
fJ
と
も
考

へ
押
べ
き
も
の
な
み
.

(c,)中
村
新
太
郎
教
授
は
京
都
酉
郊
向
日
町
停
車
場
よ
-
､
西
大
原
野
は
到
る
丘
陵
に
於
で
'
嘗
洪
積
層
を
切
る
北
北

西
は
走
る
断
層
を
見
る
､
且
つ
此
走
向
は
閉
山
山
塊
の
有
産
暦
中
に
多

き
断
層
の
走
向
に
並
走
す
る
と
云
ふ
.
横
山

数
接
の
､
生
駒
山
脈
は
北
輔
を
切
る
走
向
北
十
五
度
酉
な
る
断
層
崖
を
夜
す
構
造
線
と
､
略
同

一
方
向
を
不
す
｡

渋
柿
暦

(
大
阪
市
域
は
於
で
は
上
町
暦
及
大
阪
基
盤
暦
)
を
切
る
是
等
の
譜
断
簡
な
る
も
の
は
､
単
に
地
表
に
近

さ
洪
積
層
の
み
を
切
る
も
の
に
非
ら
ず
し
て
p
操
-
其
下
底
を
な
す
古
記
の
岩
石
圏
に
避
-
お

る
断
層
の
上
端
を
地

表
に
衷
は
し
た
る
も
の
に
し
て
p
大
阪
市
の
地
域
は
於

て7P
P
南
北
及
東
関
の
断
簡
の
外
'
北
北
閣
断
層
の
蔑
見
n

る
べ
き
.
可
能
性
も
あ
る
も
の
と
す
〇

四
､
是
等
断
層
に
封
す
る
工
率
的
意
見

大
阪
市
の
地
域
に
胎
で
従
凍
断
暦
の
存
在
は
甚
だ
不
明
な
か
し
も
P
上
兼
叙
述
し
た
る
が
如
-
'
臨
場
島
ノ
内
の

都
市
中
心
を
南
北
に
縦
貫
す
る
断
層
の
外
､
荷
之
に
併
行
の
断
簡
と
､
之
は
直
交
す
る
東
西
断
簡
及
斜
交
す
る
北
北



間
断
厨
の
存
在
し
程
べ
き
乙
と
は
､
祁
歯
は
注
目
は
倍
す
べ
き
7品

と
侶
ず
ー

然
れ
ど
も
蓮
等
断
層
在
る
も
の
は
成

生
後
静
止
せ
L
や
否
や

p
叉
は
戚
生
筏
も
精
勤
を
棺
擬
し
居
-
L
や
否
や
'
且

つ頃
者
喧
し
さ
地
魂
運
動
と
閥
係
あ

わ
や
否
や
は
､
特
は
研
究
を
婁
す
る
も
の
と
棺
ず
る
が
故
に
､
以
下
刑
か
之
が
考
究
を
試
み
ん
｡

(
こ

の
場
合
に
於
で
は
p
上
町
暦
は
二
十
二
八
の
喰
違
弘
を
為
し
居
る
も
'
其
上
に
堆
積
し
た
る
梅
田
暦
は
七
三

ヶ
所
の
試
錐
に
於
で
,

一
批
ほ
て
は
厚
n
十
七
八
五
寸
､
二
故
に
於
て
は
十
七
八
二

義

に
於
で
は
十
八
尺
三
寸
に

し
て
殆
ど
同

盲

る
を
見
る
､
叉
(
二
)
の
.場
合

に
於
で
は
'梅
門
静
は
三
ヶ
所
共
隻

手

凡
に
し

て､
同

盲

る
厚
さ

を
有
す
る
を
見
る
､
此
状
況
赦
以
て
考
ふ
る
ほ
､
上
町
暦
は
断
層
の
馬
喰
追
払
を
生
じ
'
其
結
果
と
し
て
其
上
面
は

盲

､
完

は
高
-
､他
方
は
下
身
'
凸
凹
h
t珪
じ
た
る
べ
き
79
'
其
後
雨
露
の
蝕
刺
を
受
け
て
別
卒
せ
ら
れ
､
双
方

北
ハに
同

一
の
高
rbと
な
ら
,
其
後
梅
田
暦
の
沈
積
始
ま
-
y
P
藩
に
相
皆
の
厚
さ
に
達
し
た
る
も
の
な
る
が
如
し
､

督

噂

上

盲

而
し
て
其
後
に
於
て
は
上
下
の
活
動
は
在
か
み
L
は
雛
十
三

第 十 三 園

藤
田層
∵
エ
町
瑠

救
世
噂

上
町層

閲
甲
の
如
し
も
触
れ
ど
も
梅
田
犀
堆
積
の
始
ま
れ
る
筏
に
於

等

?
､
断
層
の
活
動
佃
止
ま
す
､

一
方
再
び
沈
下
す
る
か
'

又は他
方
衝
き
上
げ
ら
る
る
か
の
作
用
あ
わ
と
す
れ
ば
'
第

十
三
間
乙
は
示
し
た
る
が
如
上

梅
m
暦
は
l
芳
ほ
ぼ
-
他

方
に
薄
-
布
衣
す
べ
き
坪
な
み
'
況
ん
や
此
の
如
き
活
動
般

潰
し
て
止
ざ
-,L
L
琴
b
ば
､
栴
旧
暦
の
堆
桔
状
態
は
頗
る
混
乱
せ
る
も
の
と
な
る
べ
し
､
然
れ
ど
も
此
の
如
き
状
態

は
(
一
)
及
(
二
)
の
場
令
に
於
て
見
出
n
ざ
ヵ
L
は
p
大
在
る
串
を
-
と
謂
ふ
べ
-
､
従
て
地
魂
運
動
の
l
部
分
を
を

大
阪
市
堺
筋
を
絹
北
に
配
貨
す
る
隙
厨
に
就
て

芯

九
.
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地

球

節
十
八
各

節
三
軟

式
0

二
二

し
活
動
し
っ
J
あ
ヵ
と
79
考

へ
ら
れ
ず
'
然
れ
ど
も
碧
以
断
層
の
活
動
は
静
止
し
た
カ
と
す
る
も
.
上
記
の
如

き
地

暦
の
喰
達
を
生
じ
あ
る
附
近
は
地
震
の
際
､
他
の
無
舵
の
場
所
よ
-
は
､
震
動
し
易

さ
こ
と
ば
､
閑
却
す
べ
か
ら
ざ

る
瓢
な
ら
､
蓋
し
正
断
層
に
基
づ
-
射
線
の
布
衣
は
､
或
る
幅
を
有
す
る
骨
状
を
を
す
も
の
怒
る
ぺ
け
れ
ば
､
地
震

(捕
)

時
に
於
け
る
被
蜜
も
､
亦
只
帯
状
は
し
て
､
金
面
的
に
非
ら
ず
､
政
の
兼
京
市
内
は
燐
-
布
衣
す
る
､
逆
断
層
の
如

き
は
'
大
正
十
二
年
大
震
災
に
は
､
戯
-
鋤
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
雑
物
は
､
被
蜜
を
遅
ふ
せ
し
も
の
に
し
て
同
日
の
論

に
非
ら
ず
と
恩
ふ
.

此
の
如

き
地
異
構
造
を
有
す
る
地
方
は
放
て
'
建
造
物
を
造
る
場
合
に
於
で
､
エ
撃
的
ほ
特
は
任
意
す
べ
き
は
､

(
イ
)

建
造
物
を
設
-
る
必
婆
あ
る
土
地
に
は
'
正
確
在
る
方
法
を
以
て
､
地
質
調
査
を
覆
す
rJ
と
､
其
洗
皮
は

少
-
も
首
尺
の
地
下
を
探
L
I
る
乙
と
､
及
ボ
ー
リ
ン
グ
箇
所
は
少
-
と
旦

二
ヶ
所
在
る
こ
と
を
要
す
､
若
し
央
れ
断

層
あ
ヵ
た
る
場
合
活
断
層
を
ヵ
や
､
又
は
静
止
せ
る
断
層
な
み
や
教
権
め
ん
と
す
る
に
は
p
各
地
暦
の
物
班
的
性
質

例

へ
ば
耐
魔
力
を
測
定
し
て
.｡
地
層
の
時
代
別
を
明
か
に
す
る
必
要
あ
れ
ば
､
上
線
掘
､
吸
子
掘
著
-
は
キ
ー
ス
ト

ン
機
の
如

き
､
薦
方
法
ほ
て
は
用
を
為

さ
ず
､
正
確
在
る
地
層
の
頗
本
を
採
収
す
る
と
同
時
は
'
通
過
す
る
各
地
暦

の
耐
魔
力
を
測
定
し
碍
べ

き
.
閣
尾
式
調
査
方
法
の
如

き
も
の
に
､
疲
る
の
外
在
-
､
且
つ
其
結
基
に
就
で
は
､
地

質
撃
的
考
究
を
行
ふ
べ
き
rJ
と
は
論
を
供
カ
ず
｡

(
こ

赴
築
物
又
は
士
木
蓮
設
物
等
の
形
式
並
は
構
造
に
は
､
特
別
の
工
夫
を
凝
ら
し
､
戯
骨
の
大
n
の
如

き
は

普
通
の
場
合
よ
少
は
'
二
三
割
大
き
-
し
て
'
安
全
度
を
槍
大
す
る
の
婆
あ
か
｡

(
'1)

組
閣
線
天
王
寺
今
宮
間
は
漕

ひ
て
'
地
下
戯
道
を
設
-
る
場
合
に
は
t
A
断
簡
及
B
断
暦
の
通
過
す
る
正



碓
在
る
棟
寵
を
確
め
､
相
静
の
細
心
怒
る
計
葦
と
ほ
て
､
建
造
す
る
乙
と
肝
要
を
-
と
す
｡

(
ニ
)

如
何
な
る
建
築
物
著
-
は
蓮
設
物
は
勤
し
で
も
､
施
工
仕
様
帳
に
は
､
入
念
在
る
施
工
を
希
望
し
居
ら
ざ

る
も
の
な
き
も
､
其
賓
施
の
場
合
に
は
､
監
督
行
も
J層
か
ざ
る
為
か
､
或
は
施
工
者
の
注
意
を
秋
-
が
箱
め
か
p
蓬

に
粗
末
在
る
結
果
を
賂
釆
す
る
乙
と
は
､
往
々
聞
-
朗
在
る
む
以
て
p
断
層
上
若
-
は
其
附
近
の
地
に
於

で'
建
設

す
る
が
如

き
場
合
に
は
､
施
工
は
特
に
入
念
lこ
し
て
'
手
蕗
を
か
ら
し
ひ
る
乙
と
は
､
(
イ
)皮
(
こ

の
頃
と
共
に
特

は
蛋
大
在
る
意
義
あ
る
rJ
と
と
考
ふ
(
昭
和
七
年
六
月
稿
)

文

戯

(1
)
山
航
漸
次
氏

大
阪
市
地
質
抽
脚

小
川
博
士
退
贋
紀
念
地
畢
節
荘

1
八
七

(2
)

酉
摺
政
次
郎

西
尾
式

C
or
e
･B
o
rer
と
氷
京
市
地
盟
刑
査
砕
米
の
第

1
和

地
駿
難
詰
昭
利
四
年
節
四
十

1
年

六

1
四
-
六

山
七

同

日
本
針
葉
骨
誰
昭

利
五
年
鰐
四
十
大
柿

三
1
-
三
四

内
･
N
ish
io
:T
h
e
N
ish
io
C
o
r
e
･B
o
re
rJ
P
r
o
c
･

ofth
e
W
ortd
E

n
g
,
C
on
g
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T
ok
y
o,
1

92
9
1

V
o

t
･

V
IiI,

p

･6
6

-
6
9

四
尾
銑
次

郎
筋

四紀
伊
の

D
ia
genesis
(統
成
作

用
)に
裁
て
小

川

博
士
還
暦
紐
念
地
挙
諭
課

.i
三
-

一
六
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10 9 8 7 6 5 4 3
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鈴
木

敬
氏

大
阪
川
幅
地
質
散
明
哲

小
川
球
治
氏

所
南
日
本
地
質
桃
造
枇
槻

地
準
輩
報
明
治
三
十
九
年
節

-
雛

六
六

辻
村
太
郎
氏

和
暦
谷
の
性
感
北
に
日
本
偽

一
部
の
地
形
堺
的
断
層
構
法

地
班
単
評
論

大
正
十
五
年
節
二
啓

二

〇
六

横
山
次
郎
氏

姓
蜘
山
脈
銃
成
約

地
球

大
iE
十
五
年
齢
六
番

八
七

中
村
新
太
郎
氏

京
都
大
阪
奈
良
糾
戸
田
近
地
貿
樹
説
明
文

地
球

昭
利
二
年
節
入
谷

四
二

化
髄
源
郎
氏

田
宮
市
附
託
朗
和
府
中
の
師
暦

地
串
郊
認

昭
利
七
年
第
四
十
四
年

二
九
四

小
村
新
太
郎
氏

前
掲
論
文

四
二

西
尾
鮎
次
郎

氷
京
村
内
に
於
け
る
特
殊
地
質
林
道
と
地
謡
軸
講
と
の
附
僻

建
築
難
詰

昭
利
六
年
鮮
四
十
五
牌

1
七
四

1

大
阪
市
堺
筋
を
南
北
に
推
賞
す
る
断
厨
に
就
て
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